
トレイル
舗装路

スタート
ゴール

（1279m）

新八坂峠AS

県道36号線

西肩峠AS

8kmの部
ゴール

四尾連峠AS

蛾ヶ岳 大平山

三帳AS大畠山

桜峠AS

大門碑林公園

AS=エイドステーションの略（給水所）

JR身延線

市川三郷町役場

山梨中央銀行市川支店
（スタート/ゴール）

16km
34km

8km

ジェネリック医薬品
希望カードを
ご提示下さい

ジェネリック医薬品
　ジェネリック医薬品は、低価格なのに、安

全性や効き目は新薬と同等と認められてい
る後発医薬品のことです。安全性も品質も
ほぼ同じで薬代が節約できるため、年々
増える国民医療費の節減にもつながりま
す。今まではすべて医師まかせだった薬選
びに、患者も参加できるようになりました。
自分が使うお薬だからこそ、医師や薬剤師
と相談しながら一緒に選び、ジェネリック
医薬品で薬代の負担を軽くしませんか？

問医薬品医療機器総合機構
（くすり相談窓口）
☎ 03-3506-9457

町町民課☎ 055-272-1105

国保危機シリーズ⑧
市川三郷町の

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

保
険
税
や
補
助
金
、
町
負
担
金
で

運
営
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
市
川
三
郷
町
で
は
毎
年

赤
字
分
を
国
保
加
入
者
以
外
を
含

む
町
民
の
税
金
か
ら
補
填
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
た
め
に
は
、「
社
保
だ
か

ら
関
係
な
い
」「
窓
口
負
担
が
な

い
か
ら
関
係
な
い
」
で
は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
ち
、
意

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
今
月
は
、
″
お
医
者
さ
ん
へ
の

か
か
り
か
た
”
を
改
め
て
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

適正受診できていますか？

　町民の皆さまに関
わる問題として、国
民健康保険（以下「国
保」）制度を支える財
政状況を、さまざま
な角度からお伝えし
ています。

　�　同じ病気で複数の医療機関にかかったことはあり
ませんか？重複受診をすると、同じような検査や処
置が行われ、時間や費用がかかり、体にも余計な負
担がかかります。自己判断せず、重複受診をする前
に、医師に相談しましょう。重複受診が必要な場合は、
それまでの治療経過を事前に伝えましょう。

問町町民課国保年金係
☎ 055-272-1105

　

第
４
回
市
川
三
郷
四
尾
連
稜

線
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
10
月
16
日

日
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
３

つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
県
内
外
か
ら
約
７
５
０
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
山
梨

中
央
銀
行
市
川
支
店
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
併
せ
大
会

当
日
、
車
両
通
行
規
制
を
行
い

ま
す
。       

（
左
記
交
通
規
制
図
参
照
）

2016１０．１６日

山梨中央銀行
市川支店スタート

トレイルランの参加申し込みの受付は
終了しています。

【34km】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠
～四尾連湖畔～大畠山分岐～蛾ヶ岳～八坂峠～下芦川～県道 36
号線～桜峠～上野地区～中央通り～山梨中央銀行市川支店前

[ 制限時間：８時間 ]
【16km】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠～

四尾連湖畔～四尾連峠～大畠山～大門碑林公園～中央通り～山梨
中央銀行市川支店前                                    [ 制限時間：５時間 ]

【 8km 】�山梨中央銀行市川支店前～中央通り～大門碑林公園～四尾連峠
～四尾連湖畔                                              [ 制限時間：４時間 ]

　�　体の不調を自覚しながら「日中は約束があるから」、
｢夜の方が空いているから｣ などの理由で、夜間や休
日など診療時間外に受診したことはありませんか？
緊急性のない時間外受診は、割増料金もかかります。
　また、本当に治療が必要な急病人の受診に支障を
来す恐れもあります。モラルを持って受診しましょう。

　�　質問しやすい、説明が分かりやすいなど日ごろから
家族ぐるみの診療や健康管理をしてくれる身近なお医
者さんを持ちましょう。病歴などを把握したうえで、
細やかな対応をしてもらえます。また、精密検査や高
度医療が必要なときは、専門医を紹介してもらえます。

　�　第三者から傷病を受け、国保を使って受診するとき
は、町に届出をしましょう。届出がないと、本来加害
者が負担すべき治療費を請求することができないた
め、国保が医療費を負担しなければなりません。事故
によっては該当しない場合もありますので、受診したら
速やかにお問い合わせ下さい。届出をいただくことで
右の表のように保険会社などから返還されています。

　
大
会
当
日
の

交
通
規
制
図

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
　

車両通行止め時間
スタート時に合わせ、２回に渡り交
通規制を行います。

【１回目】8:15 ～ 8:45
【２回目】9:15 ～ 9:50

北線

南線

中央通り

北線

南線

役場

JA

とりしん

中銀

ホンダ

スタート
ゴール

至
芦
川
駅

至市川大門駅
市川本町

芦川

至大門碑林公園

芦
川
橋

新
田
橋

上地区公民館

中央通り

車両通行止め区間

①AM8:25 ～ 8:40
②AM9:25 ～ 9:50 車両通行止め時間

車両通行止め区間

①AM8:25 ～ 8:40
②AM9:25 ～ 9:50 車両通行止め時間

34㎞の部 8:30 スタート
16㎞､ 8㎞の部

9:30 スタート 

できるところから、少しずつ意識していただくことで、大き
な成果につながります。ご理解、ご協力をお願いします。

平成 23 年度

町国保の第三者行為による傷病の求償金

45万2千円

324万7千円

572万4千円

653万2千円

１ 重複受診はよく考えてから

コンビニ受診は控えましょう２

かかりつけ医を持ちましょう３

交通事故などにあった時は
届出をしましょう

４

平成 24 年度 平成 26 年度平成 25 年度

医療費増加
抑

えよう！

医療費節約
進

めよう！

生活習慣の見直し、定期健診の受診
ジェネリック医薬品の利用

時間外受診、生活習慣病の増加

お薬選びに参加する時代です

平成２９年

成人式典参加申込書 ※�成人式参加申込みは、成人者の自覚と責任の上に、
自らお申込み下さい。
※�申込みは、この申込用紙をご持参いただくか、また
は町ホームページから行って下さい。

【対象者】
　平成８年４月２日〜平成９年４月１日生まれ
　町内在住または町内の小中学校を卒業した方

【申込期限】平成２８年１２月２日（金）まで
【問い合わせ及び申し込み先】
　町教育委員会生涯学習課☎ 055-272-6094
　三珠支所生涯学習担当☎ 055-240-4153
　六郷支所生涯学習担当☎ 0556-32-2111

（裏面に必要事項を記入して下さい）

平成２９年成人式典
 【日程】平成２９年１月８日（日）
 【受付】正午
 【開式】１２時３０分
 【場所】三珠歌舞伎文化公園ふるさと会館
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▲ＩＰ無線を利用した情報伝達訓練

▲西伊豆町からの応援物資搬入訓練

▲初期消火訓練（市川第７区）

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。
こ
れ
に
併
せ
９

月
４
日
、駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
０
、
本
町
に
最
大
震
度
６
強
の
東
海
沖
地
震

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
安
否
確
認
・
避
難
誘
導
・

避
難
状
況
報
告
・
初
期
消
火
・
応
急
救
護
・
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
・
Ｉ
Ｐ
無
線
を
利
用
し
た
情
報

伝
達
訓
練
や
、
避
難
所
か
ら
担
架
な
ど
で
負
傷
者

の
搬
送
を
行
い
、
患
者
の
重
症
度
に
基
づ
い
て
治

療
の
優
先
順
位
を
決
定
し
選
別
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
な
ど
町
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
防
災
訓
練
終
了
後
に
は
、
そ
の
時
、

そ
の
場
所
で
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
今
年
度
よ
り
導
入
し
た

　
災
害
は
他
人
事
、
対
岸
の
火
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
地
震
や
豪
雨

の
多
い
こ
の
国
に
住
む
私
た
ち
。
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
の
脅
威
を

知
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

防災は備えと知識と地域力
町内各地で防災訓練が実施されました

Ｉ
Ｐ
無
線
を
利
用
し
各
地
区
の
消
防
団
と
災
害
対

策
本
部
間
で
の
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
姉
妹
町
と
な
り
災
害
応
援
の
協
定

を
締
結
し
た
西
伊
豆
町
よ
り
、
職
員
２
名
が
来
町

し
応
援
物
資
の
搬
入
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
９
月

１
日
に
は
、
本
町
職
員
２
名
が
西
伊
豆
町
総
合
防

災
訓
練
の
応
援
物
資
搬
入
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

災
害
弱
者
の
立
場
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

防
災
講
習
で
は
、
一
瀬
い
と
子
さ
ん
（
町
聴
覚
障

害
者
協
会
長
）
が
、
災
害
の
際
に
聴
覚
障
害
者
は

避
難
が
遅
れ
る
こ
と
や
、
発
声
が
困
難
な
た
め
助

け
を
呼
べ
な
い
こ
と
な
ど
を
通
訳
を
介
し
手
話
で

説
明
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
普
段
就
寝
さ
れ
て
い
る

部
屋
に
、
洋
服
ダ
ン
ス
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
家
具
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

就
寝
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
際
、

家
具
が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
一

斉
に
倒
れ
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

家
具
の
下
敷
き
に
な
り
、
大
ケ
ガ
を

し
た
り
、
尊
い
命
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
室
か
ら
玄
関
ま
で
の
避

難
路
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
家
か

ら
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
何
日

も
救
助
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
た
め
、

ま
ず
は
身
近
な
家
具
の
固
定
か
ら
進

め
ま
し
ょ
う
。

家
具
の
固
定
を

進
め
ま
し
ょ
う

問
町
企
画
防
災
課
防
災
防
犯
係

☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
３

■
テ
レ
ビ

　
テ
レ
ビ
を
テ
レ
ビ
台
に
固
定
す

る
に
は
、
粘
着
マ
ッ
ト
や
ス
ト
ラ
ッ

プ
式
の
固
定
器
具
な
ど
を
使
う
方

法
が
一
般
的
で
す
。

　
テ
レ
ビ
を
壁
に
固
定
す
る
に
は
、

ベ
ル
ト
式
器
具
や
ヒ
ー
ト
ン
と

ロ
ー
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
タ
ン
ス

　
ポ
ー
ル
式
器
具
は
、
タ
ン
ス
の

奥
の
方
（
壁
側
）
で
、
天
井
や
家
具

の
固
い
と
こ
ろ
に
取
り
つ
け
ま
す
。

　
床
の
側
に
も
ス
ト
ッ
パ
ー
な
ど

を
さ
し
こ
み
固
定
し
、
上
下
に
分

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
に

お
い
て
、
公
共
機
関
だ
け
で
は
迅

速
に
住
民
を
救
助
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
災
害
へ
の
備
え
は
、

自
分
や
家
族
の
安
全
は
自
ら
守
る

（
自
助
）、
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
（
共
助
）
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

防
災
訓
練
を
機
に
、
改
め
て
ご

家
族
や
地
区
で
自
助
・
共
助
に
よ

る
防
災
意
識
を
高
め
、
来
る
べ
き

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▲トリアージ訓練の様子（市川三郷病院）

▲日赤奉仕団による救命救急訓練
（市川第７区）

▼手話での防災講習（写真提供・小林正光さん）

▶
消
防
署
員
に
よ
る
救
命
救
急
訓
練

（
六
郷
文
京
地
区
）

さしこむ
ストッパー

連結金具

あて板などで強度を補強

ポール式
器具

か
れ
て
い
る
家
具
は
、
連
結
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
本
棚

　
タ
ン
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
壁
の

中
の
固
い
と
こ
ろ
や
下
地
材
の
あ

る
と
こ
ろ
を
探
し
て
、
金
具
や
ワ

イ
ヤ
ー
で
固
定
し
ま
す
。
ま
た
、

本
棚
の
端
の
固
い
部
分
に
紐
や
ベ

ル
ト
な
ど
を
取
り
付
け
て
、
中
の

本
が
飛
び
出
さ
な
く
す
る
の
も
効

果
的
で
す
。

ストラップ式
固定器具
ストラップ式
固定器具

ヒートンとロープで固定

粘着マット粘着マット

ワンタッチの
ベルト式器具

装着ベルト

下地材を探す

ワイヤーワイヤー

第７回 市川三郷町消防団
ポンプ操法訓練大会

ぜひ、この機会に日頃から錬成された消防団員の勇姿をご覧下
さい！また、地域の防火・防災活動に日々努めている消防団員の
士気高揚のため声援をお願いします。お気軽にお越し下さい。

平成 28 年10 月 23 日日 （荒天時 10 月 30 日日）
　　　　　午前９時 30 分から 
　　　　　　　 開会式は午前９時から　小雨決行
　　　　　三珠農村広場

～消しましょう その火 その時 その場所で～
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地域で自立した日常生活を

介護予防・日常生活支援
総合事業がスタートします

　
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
み
、
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
経

済
活
動
を
支
え
る
労
働
人
口
の
減
少
が

目
を
引
く
な
か
、
経
済
成
長
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
女
性
の
活
躍
を
応
援
す

る
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
進
出
は
か
つ
て
よ
り
進

ん
だ
と
は
い
え
、
実
際
は
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　
結
婚
や
出
産
を
機
に
、
仕
事
か
家
庭

か
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
、
第
一
子
の
出

産
時
に
約
六
割
が
離
職
し
て
し
ま
う
と

い
う
傾
向
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
仕
事
を
続
け
た
い
女
性
が

退
職
せ
ず
に
す
む
よ
う
に
な
れ
ば
、
労

働
力
の
確
保
の
観
点
か
ら
社
会
の
活
力

を
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
構
造
の
変
化
や
消
費
者

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
り
、
接
客
業
務

で
女
性
特
有
の
し
と
や
か
さ
を
活
か
す

メ
リ
ッ
ト
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
感
覚
で
物
事
を
と
ら
え
、

男
性
中
心
の
社
会
の
考
え
方
や
価
値
観

を
見
直
す
こ
と
で
、
そ
の
組
織
を
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
め
ざ
す
べ
き
社
会

の
な
か
の
ひ
と
つ
に
「
男
女
が
個
性
と

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
る
多
様
性

に
富
ん
だ
活
力
あ
る
社
会
」
と
あ
り
ま

す
。
男
性
と
女
性
と
は
考
え
方
も
感
受

性
も
違
い
ま
す
が
、
そ
の
違
い
を
認
め

て
そ
れ
ぞ
れ
の
強
さ
を
発
揮
し
て
い
く

こ
と
が
社
会
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
は
女
性
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
も
長
時
間

労
働
等
の
働
き
方
を
見
直
し
、
育
児
や

家
事
に
関
わ
る
時
間
を
少
し
ず
つ
で
も

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
結
婚
や
出
産

を
経
験
し
た
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め

の
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
す
。
女
性

に
活
躍
し
て
も
ら
う
に
は
、
男
性
が
働

き
方
や
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
会
全
体
で
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
が
進
み
、

女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
に
少
し
ず
つ

近
づ
い
て
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。
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ぴゅあ峡南 フェスティバル2016
「自分らしく　誰もが輝いて暮らせる地域を」

記念講演会

【会場】山梨県男女共同参画推進センター ぴゅあ峡南

問県男女共同参画推進センター ぴゅあ峡南 ☎ 0556-64-4777

【日時】 10月16日日 午前９時～午後３時３０分

【内容】■活動発表 ■ふれあいひろば ■体験ひろば
　　　　■子どもコーナー ■展示コーナー  など

「女らしくなく 男らしくなく
自分らしく」

 講師   落語家 露
つ ゆ

の団
ま る こ

姫 氏

午後１時45分～ ２階研修室

※�受講無料、ぴゅあ峡南に直接電話にてお申し
込み下さい
※�手話通訳、事前申し込みで託児も行います

女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
を
!!

65 歳以上
の皆さんへ

　介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）とは、高齢者が
地域で自立した日常生活を送ることを目的に、町が実施する介護予防の
ための事業です。
　これまでサービスの種類・内容・単価などが全国一律となっていた介
護予防給付（要支援１・要支援２）のうち、「訪問介護」と「通所介護（デ
イサービス）」について、市町村が地域の実情に応じ、住民主体の取り組
みを含めた多様な主体による柔軟な取り組みにより、効果的かつ効率的
にサービスを提供できるように見直します。

問町福祉支援課介護係
　地域包括支援センター

☎ 055-272-1106

どのように変わるの？

10月１日から 

　利用するには
どうすればいいの？　

地域包括支援センター、町福祉支援課介護係
に相談して下さい。事業対象者の判断は、基本
チェックリストを用いて行います。

　１０月１日から、事業対象者と判断された方、ま
たは新規申請により介護保険の要支援１・２の認定
を受けた方から総合事業のサービスをご利用いただ
けます。
※第２号被保険者は要介護認定申請が必要です。

　現在、要支援１・２の認定を受け、介護保険で「訪
問介護」と「通所介護（デイサービス）」をご利用
中の方は、引き続き今のサービスを利用することが
できます。
　なお、平成２９年３月３１日以降に認定の有効期
間が終了する方から、順次総合事業に移行します。

　利用中のサービスは
どうなるの？　

今までどおりサービスが使えます！

今まで
介護予防給付

訪問介護
通所介護【デイサービス】 移行

上記以外の介護予防給付
（訪問看護、福祉用具貸与など）

訪問型サービス
通所型サービス　など

※段階的に移行します。

今までと同様にご利用いただけ
ます。

１０月１日から
総合事業

介護予防給付

そのまま継続
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※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

8 月
届出分

（敬称略）

お
め
で
た

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

誕
生

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

元
気
に
育
っ
て
ね

10
2016

10
2016
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